
23 222020.10.1
まちの行政情報誌 広報もりぐち

InformationInformation お知らせお知らせ

内内容　時日時　場場所　対対象　講講師　演演者　￥費用（無料の場合は掲載を省略しています）　定定員　保一時保育　持持ち物
提提出　配配布　備備考　注注意事項　予予約　申申込・申請　問問い合わせ　℡電話番号　 フリーダイヤル　FAXファクス　 メール

祝日、休日の受付・相談はありません。

女性のための悩み相談
（1人50分・先着3人）
毎月第1～第4火曜日13：00～16：00
予人権室に電話で

人権相談
▽毎週月・水・金曜日9：00～12：00
▽毎週木曜日13：00～16：00
場 上記いずれも市役所5階相談室507
備当日直接

人権電話相談
毎月第2・4金曜日17：00～20：00
（1人30分）
問人権室
℡06-6992-1512

生活不安や仕事の相談
▽平日9：00～17：30
▽日曜日10：00～16：00
場 市役所7階くらしサポートセンター
守口
0800-200-8011

進路選択などの相談
進路や奨学金のことなど
時10月2日・9日・16日・23日（金）
　14：00～18：00
場 大日サービスコーナー
　(イオンモール大日内)
問学校教育課
℡06-6995-3151

市民相談（10月分） 放
置
ボ
ン
ベ
撲
滅
週
間

　
毎
年
10
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
７
日
間

を「
放
置
ボ
ン
ベ
撲
滅
週
間
」と
し
て
設
定

し
、
放
置
ボ
ン
ベ
を
無
く
す
た
め
、
ま
た
危

険
性
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
広
報
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
放
置
ボ
ン
ベ（
放
置
容
器
）と
は
、
路
上
や

空
き
地
に
投
棄
さ
れ
て
い
る
ボ
ン
ベ
や
、
事

業
所
内
で
長
時
間
使
用
さ
れ
ず
に
置
か
れ
て

い
る
ボ
ン
ベ
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ボ
ン
ベ
と
い
う
言
葉
は
爆
弾（
ｂ

ｏ
ｍ
ｂ
）が
由
来
と
い
わ
れ
て
お
り
、
大
変

危
険
で
爆
発
、
破
裂
な
ど
に
よ
る
死
亡
事
故

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
さ
び
て
い
た
り
変
形
し
て
い
る
ボ
ン
ベ
を

発
見
し
た
際
は
、
絶
対
に
触
ら
ず
ボ
ン
ベ
に

表
示
さ
れ
て
い
る
電
話
番
号
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
所
有
者
不
明
や
電
話
番
号

の
表
示
が
な
い
場
合
は
、
消
防
本
部
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
で
一
つ
で
も
多
く
の

事
故
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

問 

守
口
市
門
真
市
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
℡ 

０
６
・
６
９
０
６
・
１
３
０
２

生活保護適正化情報ダイヤル
　市民の皆さんから、生活保護の不正受給などに
関することや、本当に生活に困窮しているにも関
わらず、市に相談していない人の情報などを受け
付け、その情報をもとに独自に調査を行います。
　提供された情報は厳密に取り扱い、情報提供者
の個人情報は厳守します。
　市民の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

問生活福祉課   ℡06-6992-1593   Mori_seikatuf@city-moriguchi-osaka.jp

専用電話番号06-6998 -7921   受付時間平日9:00～17:30

次のような情報をお待ちしています。
▽仕事をしているのに市に報告していない
▽財産があるのに、生活保護費を受給している
▽虚偽の世帯構成で生活保護を受けている
▽ 生活保護受給者を安いアパートに住まわせて保護費を搾取する
など、貧困ビジネスの疑いがある
▽自身の処方薬を他人に渡している
▽本当に生活に困っているのに、市や民生委員に相談していない

Ｄ
Ｖ
の
な
い
男
女
共
同
参
画
社
会
へ

第
３
回（
全
５
回
）

恋
人
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
、
彼
女
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

　
高
校
生
や
大
学
生
の
カ
ッ
プ
ル
、
ほ
ほ
え

ま
し
い
で
す
ね
。
し
か
し
、
そ
ん
な
若
い
２

人
の
間
に
も
Ｄ
Ｖ
と
い
う
支
配
や
暴
力
が
介

在
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
交
際
中
の
彼・彼
女
か
ら
の
、
暴
力・暴
言

な
ど
を「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」と
呼
び
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
と
聞
く
と
、
殴
る
、
蹴
る
な
ど
の
身

体
的
暴
力
を
想
像
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
言
葉
に
よ
る
精
神
的
な
暴
力
や
束
縛
、

支
配
で
あ
る
場
合
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
バ
カ
」「
役
立
た
ず
」「
ブ
タ
」な
ど
侮
辱
的
な

言
葉
を
吐
か
れ
る
、
携
帯
電
話
を
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
る
、「
今
、
ど
こ
？
写
メ
送
っ
て
」な
ど

行
動
を
監
視
さ
れ
る
ほ
か
、
無
理
や
り
性
行

為
を
さ
れ
る
、
避
妊
具
を
つ
け
な
い
、
お
金

を
取
ら
れ
る
、
借
金
を
肩
代
わ
り
さ
せ
ら
れ

る
な
ど
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
は
女
性
か
ら
男
性

へ
の
暴
力
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。「
男
女
間

に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
報
告
書（
２

０
１
２
年
内
閣
府
）」に
よ
る
と
、
約
２
割
の

男
性
が
女
性
か
ら
暴
力
を
受
け
た
と
答
え
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
当
事
者
だ
け

の
努
力
で
は
解
決
が
で
き
な
い
こ
と
が
多

く
、
親
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
へ
の
相
談
、
専

門
家
の
協
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
Ｄ
Ｖ
と
知
っ
て
い
て
も
な
か
な
か

離
れ
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
は
、
加
害
側・
被
害

側
、
そ
れ
ぞ
れ
が
心
理
的
な
問
題
を
か
か
え

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。
こ
の

場
合
、心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
受
け
、

愛
着
の
問
題
や
自
身
の
生
育
環
境
に
お
け
る

ト
ラ
ウ
マ「
育
ち
の
傷
」に
気
づ
く
こ
と
が
再

発
防
止
に
な
り
ま
す
。

　
行
動
が
改
ま
ら
な
い
場
合
は
、
法
的
手
段

の
検
討
も
必
要
で
す
。
２
０
１
４
年
１
月
に

改
正
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
防
止
法
で
は
、
夫
婦
や
元

夫
婦
、
事
実
婚
の
カ
ッ
プ
ル
に
加
え
、
デ
ー

ト
Ｄ
Ｖ
の
一
部
も
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
。

　
し
つ
こ
く
つ
き
ま
と
わ
れ
る
な
ど
、
問
題

が
収
束
し
な
い
場
合
に
は
、
警
察
、
市
人
権

室
な
ど
の
窓
口
に
相
談
し
て
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法

や
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
な
ど
の
法
的
手
段

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も

周
囲
が
し
っ
か
り
と
関
わ
っ
て
、
毅き
ぜ
ん然
と
し

た
態
度
で
向
き
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
人
権
室

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
２

一般社団法人
ＷＡＮＡ関西
代表理事
藤木美奈子

11
月
１
日
か
ら
ひ
と
り
親
家
庭

 

医
療
証
が
変
わ
り
ま
す

　
市
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
人
を
対
象
に
医

療
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

対
象
者
に
交
付
し
て
い
る
医
療
証
は
、
10
月

31
日（
土
）が
有
効
期
限
で
す
。

　
引
き
続
き
受
給
資
格
が
あ
る
人
は
、
新
医

療
証（
濃
桃
色
）を
有
効
期
限
ま
で
に
郵
送
し

ま
す
。

　
11
月
１
日（
日
）か
ら
は
、
必
ず
新
医
療
証

を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
医
療
証
が
届
か
な
い
、
記
載
内
容
に
誤

り
が
あ
る
場
合
や
、
受
給
資
格
の
あ
る
人
で

医
療
証
を
持
っ
て
い
な
い
人（
未
申
請
者
）は

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格　

　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
各
種
社
会
保
険
の

加
入
者
で
、
次
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る
人

▽ 

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
、
母
子・
父
子
家
庭
、
両
親
が

い
な
い
子

▽ 

右
記
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母・父・養

育
者

備 

０
歳
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
は
、
入
院
中

の
食
事
代
を
子
ど
も
医
療
で
助
成
し
ま
す
。

注 
受
給
資
格
に
は
所
得
制
限
な
ど
あ
り
。

問
子
育
て
支
援
政
策
課

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
６
４
７

狂
犬
病
予
防
注
射
を
ま
だ
済
ま
せ
て

い
な
い
飼
い
主
さ
ん
へ

　
飼
い
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
４

月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
の
期
間
に
受
け

さ
せ
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
事
情
で
期
間
内
に
接
種
が
で

き
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
令
和
２
年
12
月
31

日（
木
）ま
で
に
接
種
を
受
け
た
と
き
は
、
特

例
措
置
で
期
間
内
に
接
種
し
た
も
の
と
し
て

扱
い
ま
す
。

　
注
射
を
ま
だ
済
ま
せ
て
い
な
い
飼
い
主
さ

ん
は
、
感
染
の
収
束
状
況
を
見
な
が
ら
、
注

射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

備 

表
の
市
委
託
動
物
病
院
で
は
犬
鑑
札・
注

射
済
票
を
発
行
可（
再
交
付・転
入
の
手
続

き
は
不
可
）

問 

環
境
対
策
課

℡ 

０
６
・
６
９
９
２
・
１
５
１
１

市委託動物病院一覧
病院名 住所 電話（06）

岡部動物病院 八雲中町1-15-7 6906-5141
奥田動物病院 大枝北町10-4 6996-1965
きんだ動物病院 金田町6-21-17 6900-1011
京阪動物病院 金田町1-59-12 6900-1551
さわべ動物病院 南寺方南通2-4-21 6994-7220
大日いぬねこ病院 大日東町35-14 6904-5677
バーニー動物病院 馬場町1-4-16 6997-3612
まねき猫ホスピタル 八島町1-15コラウーぺ八島1階 6998-3808
北里動物病院 菊水通2-4-16守口一号館 6926-9133
イオン動物病院大日 大日東町1-18イオンモール大日3階 4252-0231

行
政
と
暮
ら
し
の
一
日
相
談
所

　
相
続
や
登
記
、
税
金
、
年
金
な
ど
日
常
生

活
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
事
、
国
な
ど

の
行
政
に
対
す
る
意
見
要
望
な
ど
に
つ
い
て

専
用
の
相
談
担
当
者
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時 

10
月
23
日（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場 

大
阪
市
中
央
区
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

注 

予
約
制

問
近
畿
管
区
行
政
評
価
局

℡ 

０
６
・
６
９
４
１
・
８
３
５
８


